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グローバル・インスパイア Global INSPIRE (Japanese) 
メンタルヘルスの「リカバリー」は、⾊々な意味で語られます。そのひとつは、「満⾜いく、希望に満ちた⼈⽣をおくること」で
す。治療などのメンタルヘルスサービスを利⽤しているかどうかに関わらず、リカバリーは誰にとっても重要です。このアンケー
トは、あなたのリカバリーにとって何が⼤切かを尋ねるものです。 
 
各質問を読んで、あなたのリカバリーにとって、つまり、あなたが満⾜いく、希望に満ちた⼈⽣をおくるために、どの程度重要か
回答してください。(それぞれひとつずつ) 
 
私が満⾜いく、希望に満ちた⼈⽣をおくるために重要なことは? 

1. まわりの⼈から⽀えられていると感じること 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

2. まわりの⼈と前向きな関係をもつこと 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

3. 同じようなこころの問題を抱える他の⼈々からの⽀えがある
こと 

重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

4. ⾃分にはその⼀員だと思えるようなコミュニティ(共通の⽬
的や興味、地域などによって結びついた⼈々の集団。⼈によ
っては職場がコミュニティである場合もある)があること 

重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

5. 将来に対して、希望に満ちた感じがすること 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

6. ⾃分はリカバリーできると信じること（満⾜いく、希望に満
ちた⼈⽣をおくれると信じること） 

重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

7. ⾃分が変わることに前向きであること 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

8. 将来の夢や希望をもつこと 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 
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9. こころの問題に対するネガティブな偏⾒に、対処できると感
じること 

重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

10. ⾃分⾃⾝を良く思えること 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

11. ⾃分の信仰や信念を尊重されること 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

12. ⾃分の⽂化的背景・⺠族・⼈種・国籍を尊重されること 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

13. こころの健康⾯での⾃分の体験が理解されること 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

14. ⾃分にとって意味のあることをすること 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

15. 困難を経験した⾃分の⽣活を⽴て直すこと 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

16. 質の⾼い⽣活(⾝体的、精神的、社会的、⽂化的に豊かな⽣
活)をおくること 

重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

17. ⾃分の⽣活を⾃分で決めていると感じること 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

18. ⾃分のこころの健康バランスを⾃分でとれること 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

19. 新しいことをやってみること 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

20. ⾃分の強み・⻑所を伸ばしていくこと 
重要でな
い 

あまり重
要でない 

どちらでも
ない 

やや重要で
ある 

重要である 

グローバル・インスパイアは、通常版インスパイアの修正版である； 
Williams J, Leamy M, Bird V, Le Boutillier C, Norton S, Pesola F, Slade M (2015) Development and evaluation of the INSPIRE 
measure of staff support for personal recovery, Social Psychiatry and Psychiatric Epidemiology, 50, 777-786. 
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Global INSPIREは、Kingʼs College Londonの Julie Williams⽒、Mary Leamy⽒、Mike Slade⽒およびその共同研究者によって英
語で開発されました。詳細は researchintorecovery.com/inspire をご覧ください。本翻訳は 2024年に⼩寺康博
（Yasuhiro.Kotera@nottingham.ac.uk）および宮本有紀（yyuki@m.u-tokyo.ac.jp）が担当しました。 
 
Global INSPIRE was developed in English by Julie Williams, Mary Leamy, Mike Slade and colleagues at King’s College London. 
Further information available from researchintorecovery.com/inspire. This translation was published in 2024 by Yasuhiro Kotera 
(Yasuhiro.Kotera@nottingham.ac.uk) and Yuki Miyamoto (yyuki@m.u-tokyo.ac.jp). 
 
Distributed using Creative Commons License: CC BY-NC-ND 4.0. 
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グローバル・インスパイアの計測法 
インスパイアには 4つのバージョンがあります： 
 
1. 短縮版インスパイア（Brief INSPIRE）は、ケアを提供する⼈からのリカバリー⽀
援に関する 5項⽬の⾃⼰評価尺度です。つまりこの尺度は「患者評価経験測定法
(PREM: Patient-Reported Experience Measure)」に分類されます。 
 
2. 通常版インスパイアは、ケアを提供する⼈からのリカバリー⽀援に関する 27項
⽬の⾃⼰評価尺度です。こちらも患者評価経験測定法に分類されます。 
 
3. 短縮版インスパイア-O（Brief INSPIRE-O）は、リカバリーに関する 5項⽬の⾃
⼰評価尺度です。こちらは患者評価アウトカ ム測定法(PROM: Patient-Reported 
Outcome Measure)に分類されます。 
 
4. グローバル・インスパイア（Global INSPIRE）は、リカバリーの優先順位を⾃⼰
評価する 20項⽬の尺度です。治療などのメンタルヘルスサービ スを利⽤している
⼈も利⽤していない⼈も記⼊することができます。 
 
全バージョンは researchintorecovery.com/inspireからダウンロードできます。 
 

グローバル・インスパイアの計測法 
グローバル・インスパイアには 5つの部分尺度があります： 
1. つながり 
2. 希望 
3. アイデンティティ 
4. 意義 
5. エンパワーメント（⼈⽣を改善できるという⾃信） 
 
それぞれの部分尺度は 4つの項⽬から構成されています： 
項⽬ 部分尺度 
1〜4  つながり 
5〜8 希望 
9〜12 アイデンティティ 
13〜16  意義 
17〜20  エンパワーメント 

 
それぞれの部分尺度は、以下の回答を⽤いて算出されます： 
回答選択肢 点数 
重要でない 0 
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あまり重要でない 1 
どちらでもない 2 
やや重要である 3 
重要である   4 

 
それぞれの部分尺度は個別に報告され、0（リカバリーにおいて最も重要性が低い）
から 100（リカバリーにおいて最も重要性が⾼い）までの範囲で表されます。ま
ず、各部分尺度の 4項⽬の合計を算出します。そして、部分尺度の合計を 16で割
り、それを 100倍します。 
 
例えば： 
 
つながり 希望 アイデンティティ 意義 エンパワーメント 
項⽬ 点数 項⽬ 点数 項⽬ 点数 項⽬ 点数 項⽬ 点数 

1 1 5 0 9 2 13 0 17 1 
2 0 6 2 10 4 14 0 18 3 
3 1 7 2 11 3 15 0 19 2 
4 2 8 0 12 1 16 0 20 1 
合計 4  4  10  0  7 

16で割る 0.25  0.25  0.625  0  0.4375 
100を掛ける 25  25  62.5  0  43.8 

 
この例のグローバル・インスパイアの点数は、「つながり」＝25、「希望」＝25、
「アイデンティティ」＝62.5、「意義」＝0、「エンパワーメント」＝43.8と報告す
ることができます。 
 
各部分尺度は⼩数点第 1位まで報告されるため、上記の例ではエンパワーメントの
スコアは 43.75ではなく 43.8と報告されます。 
 

グローバル・インスパイアの点数の解釈 
グローバル・インスパイアの点数は 2つの⽅法で使⽤することができます。 
 
特定の集団の点数を集計した場合、その点数はその集団のリカバリーの優先順位の
プロフィールを⽰します。これは、あるメンタルヘルスチームが抱える患者たちの
優先順位を明らかにすることで、サービス開発に役⽴てたり、特定の地域の⼈たち
の優先順位を明らかにすることで、メンタルヘルス政策に役⽴てたりすることがで
きます。 
 
個⼈レベルでは、提供されるべきリカバリー⽀援を明確にするために使⽤されるか
もしれません。上記の例では、「アイデンティティ」がこの⼈にとっての最優先事項
です。臨床医やその他のケアを提供する⼈々は、「つながり」を⽀援する活動（例え
ば、社会的相互作⽤）よりも、「アイデンティティ」を⽀援する活動（例えば、⾃⼰
の振り返り）を提案すべきだと考えることができます。 


